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特集 : 昆虫の姐多型( 1 )

ウンカ類における麹多型:その多様性と意義

きし
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は じ め に

有麹亜網では一対の 中胸麹 と 一対の後胸麹を持つが，

こ の麹が二次的に退化 し た り 消失 し た も の があ る 。 こ れ

に対 し て脚の ほ う は ほ と ん ど変化が な い し， 頭部や生殖

節の付属肢 も 種内や近縁種聞 の変異 は 少 な く ， 麹が生活

史の変化 に 対応 し て 変化 し や す い こ と を 示 し て い る 。 変

化 し た も の と 正常 な も の と が並立す る と き 麹多型 と 呼ば

れ， そ の出現機構や存在意義 は興味深い。 麹多型 は い ろ

い ろ な科で発達 し て い る が， 半麹 目 の 中 の植物吸汁性の

アプ ラ ム シ類， ウ ン カ 類， カ メ ム シ類， 捕食性の アメ ン

ボ類 に つ い て の研究が多 い。 こ れ は害虫 と し て の重要性

に負 う と こ ろ が大 き い が， そ の半面研究対象が害虫 に偏

る お そ れ も あ る 。

麹多型が一つの個体群の 中 で併存す る た め に は， 季節

や生息場所が変わ る と き 麹型聞 で綱引 き の よ う な こ と が

起 こ り ， 併存が種全体 と し て は有利 に働 く と 考 え る の が

妥当 な と こ ろ で あ ろ う 。 例 え ば長麹型 は麹 と こ れ を動か

す飛淘筋の発達 に 多 く の エ ネ ル ギ ー を必要 と し， ま た 産

卵前期間 も 長 い の で 目 前の増殖 と い う 点では不利で あ る

の に対 し て ， 短麹型 は麹の発達 に 要 す る エ ネ ル ギー を繁

殖に使え る し ， 産卵前期聞が短い と い う 利点があ る 。 一

方， 新生息地 を 求 め て 移動分散す る と い う 点では長麹型

が明 ら か に有利 であ る が， 移動 に 伴 う 危険 も あ り ， 季節

を誤れ ば移動 は全くむ だ に な る 。 い ろ い ろ な種 を調べて

い く と ， よ く 似た生活史 を持 ち な が ら 違った麹多型様式

を示す も の があ り ， そ の 多様性の大 き い こ と がわ か る 。

一つ の科 ま た はE科 は そ れ に 属す る 種が互い に牽制 し つ

つ， あ る い は補完 し つ つ生息環境 を埋め て い る よ う に 見

え る 。 ど の よ う な 生息条件 に 適応 し て麹多型が発達 し た

か， どの よ う な利点があ る か は， 一つ の生息域 に す む で

き る だ け多 く の種 (全種) に つ い て 考 え な ければな ら な

い であ ろ う。

I ウンカ類(Delphacidae)の生活

ウ ン カ 上科 (Fulgoroidea) に は ウ ン カ 科 を は じ め 20
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科が含 ま れ， アオパハ ゴ ロ モ 科 (Flatidae) な ど少数の農

業害虫 を含む科 も あ る が， 大部分 は あ ま り 目 立 た な い が

変化 に豊んだ形や生活史 (土中や樹皮下生活 な ど) を持

つ小型の吸汁性昆虫で， 近年生活史の研究対象 と し て 注

目 さ れ る よ う に なった (NAULT and RODRIGUEZ eds.， 1985 ; 

DENNO and PERF配T eds.， 1994) 。

ウ ン カ 科 は ウ ン カ 上 科 の 中 で は ア リ ズ カ ウ ン カ 科

(Tettigometridae : 幼虫 は土中生活) に つ い で原始的な

科で， こ の科だ け に豊富 な麹多型が発達 し て い る 。 記載

さ れた種数は最 も 多 い が， 麹多型や生活史 に つ い て の研

究 は ま だ十分 と は い え な い。 東 ア ジ ア で は種数 も 豊富で

あ り ， 個体数密度 も 概 し て 高 い 。 日 本で は作物害虫 と し

て 20 種があ げ ら れて い る (農林有害動物 ・ 昆虫名鑑，

1987) が， 生活史 に 関す る 研究 も ほ と ん ど重要害虫 に 限

ら れて き た と い え よ う 。

日 本産 ウ ン カ 科は 幾 つ か の E科か ら な る 。 セ ス ジ ナ ガ

ウ ン カ (Stenocraninae) ， コ プ ウ ン カ (Tropidoce­

phalinae) ， タ ケ ウ ン カ (Stirominae) ， ホ ソ ミ ド リ ウ ン

カ (Saccharosydninae) 亜科で は セ ス ジ ナ ガ ウ ン カ 亜科

以外 は種数 も 少 なし長麹型 し か 出現せ ず ( ヤ ス マ ツ ナ

ガ ウ ン カ は前後麹 と も 変形 し て 飛淘で き な い が短麹型 と

は い え な い) ， 2 麹型 が 現 れ る の は ヨ シ ウ ン カ (Chlor­

ioninae) ， ザオ ウ ウ ン カ( Kelisiinae， 本文 に は含 ま れて

い な い) 亜科 と 種数の多 い ウ ン カ 亜科 (Delphacinae) で

あ る 。 越冬 は休眠状態 に あ る 成虫， 幼虫， 卵 の ほ か低温

に よ る 発育の遅れや停止 に よ る と 思わ れ る も の が幾 ら か

あ る 。 食草 は イ ネ 科 と カ ヤ ツ リ グサ科 ( セ ス ジ ナ ガ ウ ン

カ 亜科の う ち の多 く ) に偏って お り ， ほ か に は イ ボ ク サ

( ツ ユ ク サ科) に ク ロ ウ ン カ ， ミ ゾ ソ パ ( タ デ科) に シ ロ

カ タ ウ ン カ ， ミ ズ イ モ ( サ ト イ モ 科) にタ ロ イ モ ウ ン カ

が寄生す る ( 南西諸島) 程度で あ る 。 タ ケ ウ ン カ が タ ケ

類 を食草 と し 木本性 と い え る か も し れ な い が， ほ か に は

木本植物 に 寄生する種 は 日 本本土 に は い な い (以下， ウ

ン カ 種名 は ウ ン カ を 略した カ タ カ ナ で， 寄主植物名 は ウ

ン カ 種名 の あ と に ( カ タ カ ナ ) で示す ) 。

生息環境 は， 湿度 の 高 い池， 沼， 海岸， 低湿地， 休耕

水田か ら ， 乾燥 し た 畑地， 路傍， 土手， 山 聞 の荒れ地 に

ま た がって い る 。 いずれ も 日 当 た り の 良 い， 寄主植物の

単純植生 ま た は そ れが優 占 す る 場所で発生数が多 い。 大
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型植物 (例 え ば ヨ シ やマ コ モ ) に は大型種， 小型植物 ( シ
パ， ギョウギ シノて) に は小型種がすみ， 植物の大 き さ (例
え ば草丈) と ウ ン カ の大 き さ (例 え ば体長) の聞 に は高
い相闘が見 ら れる。 飛び立っ た長麹型成虫 は一時的に寄
主以外の植物上に着陸する こ と があ り ， 寄主植物の取 り
扱い は注意 を 要する。

第 7 号

と があるが例外的である。 一方， 長麹型 で は ホ ソミ ド リ
(マ コ モ) と ホ ホ ク . ロ ( ス ス キ) で こ の比が高 い が， こ れ
を除けば 1 . 2�1 .3 で体長 と の相聞は見 ら れな い。 長麹
型だ けの亜 科で も こ の比は同 じ か ま た は コ プウ ン カ 亜 科
ではむ し ろ 低い。

第 50 巻疫lîIi 物者自2 56 

短麹型率の雌雄相聞による麹型様式

個体群中 の 2 麹型の比率 は季節や生育条件に よ っ て変
わるが， こ の変化は雌雄間で異なる。 麹多型の種間差異
の一つの指標 と し てその相聞を と る と 幾つ かの型に分け
る こ と がで き る (図-3) 。

1 MM型

雌雄 と も に長麹型 し か現れない種。 セ ス ジ ナ ガウ ン カ ，
コ ブウ ン カ ， タ ケウ ン カ ， ホソミ ド リ ウ ン カ 各亜 科の種
はすべて こ の型に入る。 ウ ン カ 亜 科ではわずか にハ コ ネ
ホソ(ス ス キ) だ けが こ の型 に は いるが， ほ かの種で野
外ではい ま ま で発見 さ れな か っ た 麹型が飼育条件下で出
現する こ と が し ば し ばあ り ， こ の種で も 全 く 短麹型が出
な いか ど う か今後検討 し て みた い。 こ の型 に は か な り 灯
火に飛来する積 も あるが， 移動性が高い と い う ほ どで は
な い。

2 BM型
雌では 2 麹型が現れるが， 雄では長麹型だ け も し く は

1.75 

皿

ウンカ科における麹多型

ウ ン カ 科にお ける趨多型の問題点は， 長麹型を原形 と
するウ ン カ 科に お い て イ ネ 科植物を主な食草に限定 し つ
つ比較的豊富 な種群に分化 し て き た過程で短麹型 と の併
存が どの よ う な役割jを果た し た か を 明 ら かに する も の と
い え よ う 。 東 海~近畿地方 (一部関東， 南西諸島) 産約
50 種 (図ーlに一部 を示す) に つ い て野外調査 ま た は室内
飼育 し た が， 日 本新分布4種， 未同定少数個体種 2 種 (議
論 に は含 ま れな い) が発見 さ れた。 野外調査はバキュー
ム型採集機 と 捕虫網を併用 した。

ウ ン カ 類の麹多型の形態的特徴 を雌の麹端長/体長で
示す と ， 短麹型で は タ テ ヤマ ヨ シ ( ヨ シ ) ， Delþhacodes 
n忽riella (仮称 : ヒメ ク ロ ， チ ゴザサで飼育はで き た が十
分 と は い え な い) が最 も 小 さ く 約 0 . 5 で麹は顕著に退化
し て いる。 全体的に は体長 と の相関 は見 ら れず 0 .5�0 . 8
である。 こ の比が lに近いかそれを超える も の， ク ワ ハ
ラ ( ク サ ヨ シ) ， カ ヤ ( ス ス キ) で は長麹型にかな り 接近
し， 中麹型 と い え るか も しれないが， 他種の短麹型 と 連
続 し て いる(図一 2) 。 一つ の穏の 中で中間型が得 ら れる こ
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図-2 ウン カ 科 (雌) に お け る 体長と(麹端長/体長) 比

の相|英l

1 :ホホ ク . ロ ，2 : ノ 、 コ ネホソ，3・ ホソミ ド リ，4 テ

ラ ウチ，5 : タテ ヤ7ヨシ，6 : ク ロ スジオオ，7 サ

ッ ポ ロ ，8 : ヒ ロ ズ，9 : セスジ，10 :サメ シマ，1 1 ・

タテゴ ト ，1 2  :チピ，13 : ヒ メ ク ロ T:セスジナガ

ウン カ 類 (U ウ プサ ラ 産Slenoc.-anus minull日，

Y ヤスマ ツ ) ，マ コ プウン カ 3 種，K ク ワハ ラ ，

M: カ ヤ . 熱帯産も含めて ， 短麹型 (e) は37草Iì，

長沼型は54 種 に つい て示した.
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図-1 日本産ウン カ 類の例

各組み合わせのうち右が雌， 左が雄， 4 i間体がな ら ん

でい る の は長姐型(右) と短麹型(左l.上第1 列右か ら

テ ラ ウ チ (夏型) ，エゾナガ，エ ゾナガ (黒斑型) ，タマ

ガワナガ， ヒ ロ ズ，27Jリ ホソミ ド リ， ト ピ イ ロ ，セ

ジ ロ ， ヒ メ ト ピ，ゴマフヒ ラ ア シ，3列 コ プ， タテ

ゴ卜， タ ロ イ モ， ク ワハ ラ ， シ ロ オピ，"7jリ タテ ヤ

マヨ シ， ク ロ ， サメ シマ，チピ.

.，・を
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ニ セ ト ピ イ ロ ウ ン カ に お け る 野外調査， 室内飼育
(16， 8 時間照明) に よ る 短麹型率の雌雄相関

100 20 

図-4雌短麹型率(%)

ド キ (ア シ カ キ ) ， ク ワ ハ ラ ( ク サ ヨ シ ) ， サ メ シ マ ( チ

ゴザサ) の ほ か， ク ロ モ ン ヒ ラ ア シ (アキ メ ヒ シノ �) ， ゴ

マ フヒ ラ ア シ ( チ ガ ヤ ) ， サ ッ ポ ロ ト ビ ( ケ カ モ ノ ハ シ ) ， 

日 本新分布種Ecde かh ax den 均的 (仮称チ ガ ヤ チ ャ イ ロ;

チ ガ ヤ ) ， Numata corporaali (仮称 チ ガ ヤ シ ロ; チ ガ ヤ ) ， 

Indozuriel dan tur (仮称 ミ ス ジ ウ ン カ; ウ シ ノ シ ツ ペ

イ ) ， Lao terthrona testacea (仮称 ト ダ シノ て ウ ン カ : ト ダ

シパ) も こ れ に は い る 。 こ れ ら は い ずれ も 多年生の イ ネ

科植物 (アキ メ ヒ シパ は一年生) に 寄生す る が， い ずれ

も 春世代 (5 月 ) と 秋世代 (9�10 月 ) で は 短麹型率が非

常 に 高 く ， 夏世代 (6�8 月 ) で は 長麹型が低率 ( ゴ マ フ

ヒ ラ ア シ ) ま た は高率 ( ト ダ シ ノ f) に 現れ る こ と も あ る

が， 多 く の種では 中程度 で あ る 。 25�150C， 8 時間照明下

で飼育す る と 幼虫期の休眠 を 経過す る か否か に かかわ ら

ず短麹型が， 16 時間照明下では長麹型が高率で現れ る 。

長麹型率 は飼育密度 を 高 く す る と 16 時間 で は顕著 に 増

加す る が， 8 時間 で は ほ と ん ど増加 し な い 。 ニ セ ト ビ イ ロ

での調査結果 を 図-4 に 示す。

( 2 )  BBb 型

短麹型率 は変動す る が雌の ほ う が常 に 高 い と い う ， 移

動の役割 の性的差異 を 考 え る と BM 型 に つ な が る 型 と

思わ れ る 。 雌雄 と も に 短麹型率の 変動幅の 広 い場合の例

と し て 熱帯か ら 温帯 ま で分布圏 の 広 い シ ロ ウ ズ で は ， 越

冬世代 ( l�5 月 ) に は短麹型率は雌雄 と も に非常 に 高 い

が， 夏世代 (6�8 月 ) に は長麹型率が増加 し， 雌で 50%

く ら い， 雄で 80�90% に 達す る 。 秋冬期 に は短麹型率が

再び増加す る (図 5) 0 BBa 型の場合 と 同様 16 時間照明

下では長麹型率 は 高 く ， 飼育密度が高 く な る と 顕著 に 増
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ウ ン カ 科各種 に お け る 短麹型率の雌雄相関の各型

短麹型が非常 に 少 な い種。 セ ジ ロ ( イ ネ ) ， セ ジ ロ モ ド キ

( メ ヒ シノ �) ， ヒ エ， Tagosodes ρ 附仰山 (仮称ネ ッ タ イ ヒ

エ， い ずれ も イ ヌ ピエ ) は 熱帯原産種で， 夏の聞 は長距

離分散 し て 温帯で も 1 年性イ ネ 科植物の上で増殖す る 。

雌では好適生育条件 (高品質の餌， 低密度) 下で短麹型

率が， 不適当 に な る と 長麹型率が増加す る 。 短麹型率 は

中程度 な い し低い。 雄の短麹型 は長年の研究で も 見つ か

って い な い ( セ ジ ロ で は ウ ン カ シ へ ン チ ュ ウ に 寄生 さ れ

た雄に短麹型が出 る ) 。 こ れ ら の種では休眠現象 と は 関連

が な い が， 短 日 (8 時間照明) 下で雌の短麹型率が少 し噌

加す る 。

温帯産種で は セ ス ジ ( ス ズ メ ノ ヒ エ ) ， ク ロ ス ジ オ オ と

タ テ ヤ マ ヨ シ ( ヨ シ) が こ れ に 入 る が， 後の 2 種では ま

れ に オ ス に も 短麹型 (今 ま での調査で そ れぞれ 2 個体)

が得 ら れ， ま た セ ス ジ で も 越冬明 げ個体の 中 に は (麹端

長/体長) 比が 1 に 近い も の が今 ま で に 5 個体得 ら れ，

中麹型 と 考 え て も よ い が， 典型的 な 長麹型 と 連続 し て い

る の で， さ ら に 解析す る 必要があ る 。 い ずれの種で も 雌

の短麹型率 は越冬世代で非常 に 高 く ， 夏~初秋 に は長麹

型率が 20�50% に な る 。 し た がって 熱帯産の BM 型 と は

別扱 い し た ほ う が よ い か も し れ な い し， 次 の BBb 型 と

完全 に 区別す る こ と は で き な い か も し れ な い。

3 BB 型

雌雄 と も に 2 麹型が現れ る が， ど ち ら の短麹型率が優

勢か に よ っ て 3 型 に 分 け ら れ る 。

( 1 )  BBa 型

短麹型率が雌雄平行 し て 変動す る 型で， 安定 し た標準

型 と い え よ う 。 発生数 の 多 い ニ セ ト ビ イ ロ と ト ピ イ ロ モ

図- 3
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発生時期別短麹型率の雌雄相関，曲線は秋期の短麹
型率相闘を示す.

加す る 。 8 時間照明下では短麹型率が高 く ， 高密度で も 長

麹型率 の増加 は 顕著 で は な い。 雌短麹型率が常 に 高 い

(60%以上) チ ビ， シ ロ カ タ で は， 雄短麹型率が季節的に

大 き く 変動す る 。

ヒ メ ト ビ で は や や複雑で， 季節 に よ って型が変わ る よ

う に 見 え る (図-6) 。 越冬世代 (3�4 月 ) に は短麹型率が

雌雄同等で BBa 型であ る が， 夏世代 (5�6 月 ) に は一転

し て BM 型 と な り ， 雄の短麹型 は ほ と ん ど現れな い。 秋

世代 (10�1 1 月 ) に は 日 長が短 く なって幼虫休眠 に 入 る

前に は雌雄 と も に短麹型が現れ， BBb 型 を 示す。 同 じ く

休眠幼虫で越冬す る チ ク ゼ ン ( ジ ュ ズ ダマ ) も こ の型に

入 る が， 野外で は雌の短麹型率がい つ も 高 い の で， 雄の
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図ー7 アジア各地産ト ピイロ ウ ン カ (Nilaparvata
lugenslにおける短麹型率の雄雌相関(KISIMOTO，
1989より一部変更)

雄短麹型率が中間密度で増加し，雄短麹型出現にとっ
て最適密度が存在することを示しているが，その率は

産地によって変動する. Dv:ダパオ(フィリピンl，
Id :インドネシア， Jl:八丈島， J 2 :石垣島， Ma : 
マレーシア， P:ロスノfニヨス(フィリピン) ， Ta : 
タ イ

短麹型率 だ け が季節的 に BBb 型 に 沿っ て 変動 す る 。 サ

ッ ポ ロ ( ヨ シ ) ， タ テ ゴ ト ( カ ゼ ク サ) ， 日 本 新 分 布 の

Sogatellana semicirculara (仮称 カ モ ノ ハ シ ウ ン カ ， 寄

主 : ケ カ モ ノ ハ シ) も こ の型 に 入 る 。

ト ビ イ ロ ウ ン カ は イ ネ の 害虫 と し て ア ジ ア に 広 く 分布

し， 熱帯の 系統 に は 日 本産 に比べて短麹型率が非常 に 高

い も の が あ る (IWANAGA e t  al . ， 1987; KISIMOTO， 1989) 。 熱

帯での イ ネ の周 年連続栽培 に 伴って短麹型率の 高 い 系統

が出 て き た も の と 考 え ら れ， 日 本産か ら で も 短麹型率の

高 い 系 統 を 選 抜 す る こ と が で き る 。 各 地 産 の も の を

250C16 hr 照明， 密度 1， 5， 10， 20 で飼育 し た 結果， BM

型か ら BBa 型 の 聞 に 分散 し た も の と なった ( 図ー7) 。 ロ

ス パニ ヨ ス ( フ ィ リ ピ ン ) 産 は雌で は 密度が変化 し で も

ほ と ん ど短麹型 の み で， 雄 で は 密度が高 く な る と 短麹型

率が非常 に 高 く な る 。 選抜す る と 長麹型 を ほ と ん ど 出 さ

な い 系統がつ く れ る 。 イ ン ド ネ シ ア ， マ レー シ ア ， タ+パ

オ ( フ ィ リ ピ ン) 産 で は 密度 1 で は雌短麹型率 ・ 雄長麹

型率が高 く ， 5 で は雌雄 と も に 2 麹型が現れ， 10 で は雌

雄同率線 に近づ き ， 20�50 で は 同線 に 沿っ て 長麹型率が

増加 し た 。 タ イ 産では雄の短麹型率が さ ら に 低 い。 長距

離飛来虫 の 子孫 と 考 え ら れ る 日 本産 で は BM 型 に近づ

く が， 密度 5�10 で雄 に 5�10% の短麹裂が現れた。 熱帯

産 ト ビ イ ロ に お い て も 雄短麹型出現が幼虫期の最適密度

一一一 4 一一一



れ る 。

4 MB 型

雌は長麹型だけで， 雄 に 短麹型が高率 に 出 現す る とい

う 種 は発見 さ れて い な い。

ウ ン カ 上科の多 く の種 は ， 多年性の木本~草本 を寄主

と し ， 長麹型 を 主とす る の に対 し ， ウ ン カ 科がイ ネ 科~ カ

ヤ ツ リ グサ科の多年生草本 を 主 な寄主と し， 種 を 多様化

す る と き 比較的少数の極相的優占 種 を 寄主 に 選び， そ の

上での生息環境 を層化して 生息場所 を 多様化 し ， 飛淘機

能 を か な り 残 し て い る も の や 定住 を 目 指 し て 極端 に 短麹

型化す る も の が分化 し ， ウ ン カ 上科の 中 で は例外的 に 変

化 に 富 んだ麹多型 を持つ よ う に な っ た も のと思わ れ る 。

1 麹型に及ぽす系統の背景的影響

ウ ン カ 科の 中 で も 麹多型 を 示す の は ウ ン カ 亜科， ヨ シ

ウ ン カ 亜科 に 限 ら れ， さ ら に 同属 の 種 は閉 じ短麹型率の

雌雄相関型 を 示す例が幾 っ か見 ら れ る 。 こ れ は 系統発生

が生活と深い関係 を持ちな が ら 進め ら れ， 麹型分化 に も

強い影響 を 与 え る こ と を 示 す も のと考 え ら れ る 。

2 生息場所と 麹型率

短麹型 は飛淘機能 を 省略 し ， そ の エ ネ ル ギ ー を他の機

能 に 動員 で き る 利益が あ る が， 移動機能 (飛淘に よ る 配

偶相手の探索や生息場所の 開拓) が 犠牲に な る 。 実際 に

は多年生極相型の寄主 で は 飛淘 に よ る 脱出 の 必要 は あ ま

り なしむ し ろ 飛淘移動 に伴 う 危険性の ほ う が高 い の か

も し れ な い 。 多年生餌植物や永続的植生 に す む種では短

麹型率が高 いとい わ れて い る が， ウ ン カ 科で は一年生革

本を食草とす る 種 は む し ろ 少 なし一年生 イ ネ 科 を寄主

とす る Sogatella 属 (BM 型) が移動性が高 い こ と は こ れ

と適合す る が， シ ロ カ タ (BBb 型) や ク ロ (BBc 型) は

こ れで は説明がつ か な い。 む し ろ 食草の上での生息場所

に よ っ て麹型率型が異 な る 場合が多 い。 例 え ば ヨ シ群落

では草冠部 に テ ラ ウ チ (MM) ， エゾナ ガ (MM) ， 中間

~下部 に ク ロ ス ジ オ オ ( BM) ， ヨ シ (BM) ， 下部~地際

部 に サ ッ ポ ロ (BBb) ， ヒ ロ ズ (BBc) ， マ コ モ で は 草冠

部 に ホ ソ ミ ド リ (MM) ， 地際部 に ニ ホ ン (BBc) ， ス ス

キ で は草冠部 に ハ コ ネ ホ ソ (MM) ， 地際部 に ナ ガ ラ ガ ワ

(BBa) ， チ ガ ヤ で は 草冠部 に コ プ ウ ンカ3 種 (MM) ， 下

部 に ゴマ フ ヒ ラ ア シ， チ ガ ヤ シ ロ ， チ ガ ヤ チ ャ イ ロ (各

BBa) が異所的 に 生息す る 。 BBa， BBc 型の種 は長大~短

小寄主と も に 密生 し た 植生の地際のやや暗い所を好む傾

向が強い。

3 体長 と 麹型

体長と短麹型率雌雄相関型との 聞 に は， 明 確な相聞 は
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で促進さ れ， 条件が満た さ れれば BBb か ら BBa へ移行

す る こ とがわ か っ た。 ト ビ イ ロ は， 多年生の 野生Oη' za

属植物 ( 0 . sativa 拶ontanea ，O . ρerennis) 上 で よ く 育

つ こ とが分かつて い る が， 野生イ ネ だけ を生息場所とす

る 系統が存在す れ ば， ト ビ イ ロ モ ド キ ， ニ セ ト ビ イ ロ と

同様 BBa 型 に 入 る の で は な い かと思わ れ る 。

BBb 型 に 入 る 種の う ちサ ッ ポ ロ ， タ テ ゴ ト で は， 長田

下で も 幼虫発育期 に 密度があ る 程度高 いと雄短麹型が 出

現す る こ とがわ か っ た。 したがっ て 短麹型率の雌雄相関

図で BM 型線の 中央 あ た り に 中高の部分 (短麹型雄の 出

現) がで き ， ト ピ イ ロ の タ イ や タ 令パオ産の よ う な形とな

る 。 夏野外で雄短麹型が得 ら れ る こ と は 少 な い が， 飼育

では 40% に 達す る こ と も あ る 。 両種と も 休眠幼虫で越冬

し， 休眠明けに は 雌雄と も に 短麹型が非常 に 高い。

( 3 )  BBc 型

野外で は 雌雄と も に 短麹型率が非常 に 高 く ， 雌 に低率

の長麹型が現れ る 型。 ニ ホ ン ( マ コ モ ) ， ヒ ロ ズ ( ヨ シ)

は ウ ン カ 類の 中 で も 大型で大型寄主植物の地際 に住む定

住性の高 い種で， 幼虫越冬す る 。 し か し， 16 時間照明，

高密度下で飼育す る と雄 に も 長麹型が現れ る が， そ の率

は雌よ り は る か に 低 い (図-8) 。 こ の 型 は 高度 な短麹型化

を達成 した後， 移動分散の必要が生 じ たと き に は雌の長

麹型 に依存す る と い う 戦略 を と っ たの で あ ろ う 。 ヒ ロ ズ

の雌は灯火に 飛来す る こ とが あ る が， 長麹型雄 を野外採

集 した こ と は な い 。 こ の ほ か湿地 に 生息す る ナ カ ノ (サ

ヤ ヌ カ グサ) ， ク ロ ， ヒ メ ク ロ の ほ か に 山t也'性の シ ロ オ ビ

( ヌ カ ポ， ホ ソ ム ギ) ， カ ヤ も こ の型 に 入 り ， 案外多 い こ

とがわ か っ た。 いずれ も 室内 で長 日 ， 高密度で飼育す る

と雌で は か な り 高率で， 雄で も 低率 な が ら 長麹型が得 ら

めとまW 

ウ ンカ類 に おけ る 麹多型: そ の多様性 と意義
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MM v""W" ....甲骨..... 04 (13) 
2 3 

BM e-ee e e (7) 9 5 6 
BBa 1o0 eEBeg3 (13) 

BBb 1o1o12 eEÐ0 e 7 (9) 

e e-æ e e 13 8 (7) BBc 
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図-9 ウンカ科各種における体長(雌 )と短麹型率雌雄相
関型との関係. (数字) は種数， 番号のついたウン
カ種名 は図2と同じ.

見 ら れな い (図-9) 。 し か し各型の小型種だけで は MM>

BM > BBa > BBb > BBc の傾向が う かがわれ， 小型種が

短麹型化 に適合しやす か っ た こ と を示唆す る も の であ ろ

う 。 同一種内 で短麹型と長麹型 の 聞 に は体長や頭幅に差

は ほとん ど見 ら れな い。

4 日長 と 麹型

移動分散と定住の機能 を季節的 に分担 し， 長 日 を寄主

植物の繁茂期の シ ク 'ナ ルと し て と ら え て長麹型発現， 短

日 を 定住季節の シ ク .ナ ルと し て 短麹型発現 を促進す る メ

カ ニズ ム は， どち ら に 重点 を お く に し て も ， ま た ど の麹

型率相関型 をと る 種 に お い て も 有利 で あ ろ う 。 麹型率の

季節的変動 に 及ぼす こ の効果 は 明 確で， こ れ に矛盾す る

例 は な い。 休眠 に あ ま り 関係 の な い熱帯産種 に お い て も

人為的短 日 下で短麹型率 が増加す る 傾向 が見 ら れ る の

は， こ の メ カ ニ ズ ム の根深 さ を 示す も のと思わ れ る 。

幼虫越冬す る ヒ メ ト ビ， チ ク ゼ ン で は休眠誘起の臨界

短 目 に達す る 以前の 日 :長下では初め は雌， し だ い に雄で

も 短麹型率が増加 し ， 翌年休眠か ら 覚 め て羽化した も の

では短麹型率 は雌雄平行 し て 高 く な る 。 短麹型化と休眠

入 り が同 じ系列で， 臨界値が異 な る 現象であ る こ と を示

し て い る 。 こ の こ と は BBa， BBc 型， ま た成虫越冬， 卵

越冬の種に も あ て は ま る と思わ れ る 。 日 長 は テ ラ ウ チ の

季節型 に も 決定的効果 を示す。

5 雌雄に よ る 麹型の役割の差

一般 に雌 は餌， 産卵場所 を探すた め に 移動す る が， 雄

は こ の ほ か に雌を探す た め に も ， 多分 き め の細か い移動

を す る と考 え ら れ る 。 雌が持つ新しい生息， 産卵場所の

探索の た め の移動 は種の生存にと っ て 決定的重要性 を持

ち， 生息条件， 主として餌条件 に 単純 に 反応 し て好適な

ら 短麹型率， 不適 な ら 長麹型率が増加 し て移動 に備 え る 。

最 も 定住性の進ん だ BBc 型の種で雄 よ り も 雌 に 長麹型

出現の能力が多 く 残 さ れて い る こ と は こ の こ と を 示 し て

い る と考 え ら れ る 。

雄で は麹型 に 及 ぽ す 要 因 に 対 す る 反 応 の振幅 も 大 き

く ， 日 長 に 対す る 短麹型率反応で も 高低極端 な 反応 を す

る こ とが多 い。 ま た BBb 型 の 幾 つ か の穏で は 好適密度

下で短麹型が現れ る とい う 雄な ら で は の反応 も あ る 。 こ

の雄の反応の変異が麹多型の様式 を 複雑 に し て い る と考

え ら れ る 。 し か し雄の短麹型に は， 幼虫発育期聞が短い

とい う こ との ほ か に ど の よ う な利点が あ る の か， 単 に 利

用価値の 少 な い も の は省略す る と い う だけな の か よ く わ

か っ て い な い。

6 密度 と 麹型

実験的 に 密度 を 変 え て 飼育す る と， 多 く の場合密度 の

増加 に し た が っ て 長麹型率が増加 し ， 特 に BBc 型種で 自

然では見 ら れな い よ う な 高密度下で初 め て 低率 な が ら 雄

に長麹型が現れた 。 し か し 密度の増加の効果 に は餌条件

の劣化 も 含 ま れて お り ， 秋た い て い の餌植物の地上部 は

衰弱， 枯死す る の で， こ れ に 反応 し て 長麹型が出 現す る

こ と は種 に と っ て 不利益で あ り ， 実際野外で は 短麹型率

が顕著 に増加す る 。 長麹型率の増加は長 日 下で は顕著で

あ る が， 短 日 下では低い。 し た が っ て 長麹型率の 季節変

動 に おけ る 密度効果の果たす役割 に は 限界が あ る と考 え

ら れ る 。 む し ろ 中間密度で雄の短麹型が出 現す る こ との

ほ う が生態的 に興味深い。

7 害 虫 ウ ン カ と 麹型

作物害虫 で は な い ウ ン カ 類の様子が わ かつて く る と，

害虫とそ の近縁の ウ ン カ 類の麹多型がか な り 偏 っ た も の

であ る こ とがわ か る 。 温帯産の ウ ン カ 類 は短麹型化が進

んでお り ， 一年生の イ ネ 科作物 に適応で き た の は わ ずか

に ヒ メ ト ビだけで， セ ジ ロ ， ト ビ イ ロ は南方か ら の飛来

虫であ る 。 南西諸島で は タ ロ イ モ ( ミ ズ イ モ ) ， ト ウ モ ロ

コ シ ( ト ウ モ ロ コ シ) ， ウ シ ウ ン カ 類 ( サ ト ウ キ ビ) が発

生す る 。 詳 し く は今後の研究 に 負 う が， い ずれ も BB 型

で， 多年生作物 に 適応 し て い る と思わ れ る 。 本土で も 牧

草な ど多年生 イ ネ 科作物の栽培が続 く と， 温帯産 ウ ン カ

類の 中 に こ れ ら に 適応す る 種が現れ る か も し れ な い。
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